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ていげん

提言１： 教育
きょういく

において外
がい

国
こく

人
じん

も日
に

本
ほん

人
じん

も 

お互
たが

いを尊重
そんちょう

しあう理念
り ね ん

を明確
めいかく

に

する体
たい

制
せい

を整
せい

備
び

する。 

ていげん

提言２： わかりやすい表現
ひょうげん

による情報
じょうほう

提供
ていきょう

を進
すす

めるとともに、必要
ひつよう

な人
ひと

に行
い

き

わたるような活動
かつどう

を行
おこな

う。 

ていげん

提言３： 外
がい

国
こく

人
じん

などにおける住宅
じゅうたく

問題
もんだい

改善
かいぜん

に向
む

けて、民間
みんかん

も含
ふく

めた差別
さ べ つ

解消
かいしょう

の活動
かつどう

を進
すす

める。 

ていげん

提言４： 外国人
がいこくじん

にも利
り

用
よう

しやすい雰
ふん

囲
い

気
き

の

市
し

役所
やくしょ

になるよう、職員
しょくいん

の意
い

識
しき

啓
けい

 

発
はつ

を一層
いっそう

進
すす

める。 
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提言
ていげん

１： 教
きょう

育
いく

において外国人
がいこくじん

も日本人
にほんじん

もお互
たが

いを尊重
そんちょう

し

あう理
り

念
ねん

を明確
めいかく

にする体制
たいせい

を整
せい

備
び

する。 

具
ぐ

体
たい

的
てき

な取
と

り組
く

みとして、次
つぎ

の３
てん

点について市
し

長
ちょう

に提
てい

言
げん

します。 

（１） 教
きょう

育
いく

の基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

のなかで、多
た

様
よう

な文
ぶん

化
か

の存
そん

在
ざい

やそれらを相
そう

互
ご

に尊
そん

重
ちょう

する

必
ひつ

要
よう

性
せい

を明
めい

確
かく

に位
い

置
ち

づける。 

（２） 外国人
がいこくじん

をはじめとした、さまざまな立
たち

場
ば

の人
ひと

たちのニ
に

ー
ー

ズ
ず

を適
てき

切
せつ

に取
と

り入
い

れ

るための意
い

見
けん

交
こう

換
かん

の場
ば

をもつ。 

（３） 静
しず

岡
おか

で生
せい

活
かつ

する外
がい

国
こく

人
じん

の子
こ

どもたちが自
みずか

らの文
ぶん

化
か

や出
しゅっ

身
しん

に誇
ほこ

りを持
も

てる

ような機
き

会
かい

を提
てい

供
きょう

する。 

ていげん

提言の
はいけい

背景 

l 第
だい

1期
き

懇
こん

話
わ

会
かい

の提
てい

言
げん

を受
う

け、伝
でん

馬
ま

町
ちょう

小
しょう

学
がっ

校
こう

における日
に

本
ほん

語
ご

指
し

導
どう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

の本
ほん

格
かく

的
てき

事
じ

業
ぎょう

開
かい

始
し

や、外
がい

国
こく

人
じん

児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

のためのガ
が

イ
い

ド
ど

ブ
ぶ

ッ
っ

ク
く

の全
ぜん

面
めん

改
かい

訂
てい

など、個
こ

々
こ

の取
と

り組
く

みにおいて一
いっ

定
てい

の前
ぜん

進
しん

が認
みと

められました。 

l しかし、外
がい

国
こく

人
じん

の子
こ

どもたちが全
まった

く日
に

本
ほん

人
じん

と同
どう

化
か

して母
ぼ

国
こく

の文
ぶん

化
か

などに無
む

関
かん

心
しん

になったり、場
ば

合
あい

によっては母
ぼ

国
こく

の否
ひ

定
てい

につながるような考
かんが

え方
かた

を持
も

つ危
き

険
けん

性
せい

も

一方
いっぽう

で指
し

摘
てき

されました。 

l それに加
くわ

えて、子
こ

どもたちが日
に

本
ほん

語
ご

や習
しゅう

慣
かん

などの理
り

解
かい

をはじめとする日
に

本
ほん

で

の生活
せいかつ

に障害
しょうがい

や抵抗
ていこう

がなくなっても、親
おや

はそうしたことに適応
てきおう

できなくて、親
おや

子
こ

の
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間
あいだ

でも対立
たいりつ

が生
う

まれる場
ば

合
あい

もあるとの意
い

見
けん

がありました。 

l また、外
がい

国
こく

人
じん

問
もん

題
だい

としていろいろ取
と

り上
あ

げられる事
じ

例
れい

についても、教育
きょういく

の場
ば

で

しっかり理
り

念
ねん

が確
かく

立
りつ

し、未
み

来
らい

を背
せ

負
お

う子
こ

どもたちが真
しん

の多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

ということに

目覚
め ざ

めることで、おのずと解決
かいけつ

に向
む

かうことがたくさんあると考
かんが

えられます。 

l こうしたなかで、実
じつ

務
む

にあたる教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

関
かん

係
けい

者
しゃ

と外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

との間
あいだ

で意
い

見
けん

交
こう

換
かん

の場
ば

をつくり、対
たい

立
りつ

ではなくお互
たが

いの理
り

解
かい

を深
ふか

めて本
ほん

当
とう

に必
ひつ

要
よう

なことを充
じゅう

分
ぶん

に行
おこな

っていくための一
いっ

歩
ぽ

を踏
ふ

み出
だ

してもらいたいとの意
い

見
けん

がありました。 

l それから、学
がっ

校
こう

での週
しゅう

休
きゅう

二
ふつ

日
か

制
せい

がス
す

タ
た

ー
ー

ト
と

し、空
あ

き教
きょう

室
しつ

の有
ゆう

効
こう

利
り

用
よう

や総
そう

合
ごう

的
てき

な学
がく

習
しゅう

ということにおいても、こうした多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

のための行
ぎょう

事
じ

などに積
せっ

極
きょく

的
てき

に

活
かつ

用
よう

することで子
こ

どもたちだけでなく、地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

も含
ふく

めた相
そう

互
ご

理
り

解
かい

が進
すす

むような

施
し

策
さく

を進
すす

めてもらいたいと考
かんが

えます。 

l もちろん、子
こ

どもたちが母
ぼ

国
こく

に誇
ほこ

りを持
も

つために親
おや

などの保
ほ

護
ご

者
しゃ

が行
おこな

う家
か

庭
てい

教
きょう

育
いく

も大
だい

事
じ

だとの認
にん

識
しき

は持
も

っていますが、様々
さまざま

な活動
かつどう

の場
ば

を提供
ていきょう

するなど、行政
ぎょうせい

や学校
がっこう

との連携
れんけい

が必要
ひつよう

になることはたくさんあると思
おも

います。 

l 加
くわ

えて、できれば教
きょう

育
いく

員
いん

会
かい

関
かん

係
けい

者
しゃ

だけでなく、現
げん

場
ば

の教
きょう

師
し

やPTAなども参
さん

加
か

し

たなかで幅広
はばひろ

い意
い

見
けん

交
こう

換
かん

ができれば、よりよいだろうとの意
い

見
けん

も出
だ

されました。 

l そして、こうした活
かつ

動
どう

を通
つう

じて、外
がい

国
こく

人
じん

の子
こ

どもたちやその親
おや

などが自
じ

分
ぶん

に誇
ほこ

り

をもって生活
せいかつ

できるだけでなく、日
に

本
ほん

人
じん

の子
こ

どもたちやその親
おや

などにおいても、豊
ゆた

かな感
かん

性
せい

を持
も

った人
にん

間
げん

性
せい

の向
こう

上
じょう

につながっていくものと信
しん

じています。 
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提言
ていげん

２： わかりやすい表現
ひょうげん

による情報
じょうほう

提供
ていきょう

を進
すす

めるとと

もに、必要
ひつよう

な人
ひと

に行
い

きわたるような活動
かつどう

を行
おこな

う。 

具
ぐ

体
たい

的
てき

な
と

取り
く

組みとして、
つぎ

次の３
てん

点について市
し

長
ちょう

に提
てい

言
げん

します。 

(1) 市
し

役所
やくしょ

をはじめとする様々
さまざま

な公共
こうきょう

施設
しせつ

において、案内板
あんないばん

や各種
かくしゅ

書類
しょるい

などをつ

くるとき、できるだけわかりやすい表現
ひょうげん

を使
つか

うとともに、ふりがなやローマ
ろ ー ま

字
じ

を付
つ

けることなどで、外国人
がいこくじん

をはじめとしたすべての人
ひと

が使
つか

いやすい表
ひょう

記
き

になるよう

なお一
いっ

層
そう

配
はい

慮
りょ

すること。 

(2) 各種
かくしゅ

情報
じょうほう

を提供
ていきょう

するときに、それが必要
ひつよう

な人
ひと

にきちんと行
い

きわたるような方法
ほうほう

も併
あわ

せて考
かんが

えるとともに、書
しょ

類
るい

などの配
はい

布
ふ

先
さき

に対
たい

しても積
せっ

極
きょく

的
てき

に働
はたら

きかけるよ

うにすること。 

(3) 新
あたら

しい案
あん

内
ない

板
ばん

や書
しょ

類
るい

を作
つく

るときには、できるだけ他
た

言
げん

語
ご

に対
たい

応
おう

が可
か

能
のう

になる

ようなス
す

ペ
ぺ

ー
ー

ス
す

確
かく

保
ほ

などを考
こう

慮
りょ

していくこと。 

 
ていげん

提言の
はいけい

背景 

l 第
だい

1期
き

提
てい

言
げん

を受
う

けて、市
し

役
やく

所
しょ

のエ
え

レ
れ

ベ
べ

ー
ー

タ
た

ー
ー

ホ
ほ

ー
ー

ル
る

の案内板
あんないばん

にふりがなや

ローマ
ろ ー ま

字
じ

を併
へい

記
き

することや、各
かく

種
しゅ

書
しょ

類
るい

における外
がい

国
こく

語
ご

対
たい

応
おう

及
およ

び外
がい

国
こく

人
じん

向
む

けに、４

カ
か

国
こく

語
ご

（日
に

本
ほん

語
ご

・英
えい

語
ご

・中国語
ちゅうごくご

・ポルトガル語
ぽ る と が る ご

）併
へい

記
き

による暮
く

らしの便
べん

利
り

帳
ちょう

発
はっ

行
こう

な

ど、様々
さまざま

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

が進
すす

んでいることが確認
かくにん

できました。 
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l また、医
い

療
りょう

や社
しゃ

会
かい

保
ほ

障
しょう

など生
せい

活
かつ

の安
あん

定
てい

に欠
か

かせない事柄
ことがら

についても、懇
こん

話
わ

会
かい

の話
はな

し合
あ

いの場
ば

で関
かん

係
けい

機
き

関
かん

などから説
せつ

明
めい

を受
う

けて、外
がい

国
こく

人
じん

にも役
やく

立
だ

つ制
せい

度
ど

がい

ろいろあることがわかりました。しかし、せっかくの制
せい

度
ど

でも知
し

らなければ生
い

かすこ

とができないので、今
こん

後
ご

はそうした情
じょう

報
ほう

の周
しゅう

知
ち

徹
てっ

底
てい

こそが、より求
もと

められるもの

だという考
かんが

えが示
しめ

されました。 

l しかし、本
ほん

年
ねん

8月
がつ

に行
おこな

ったア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

では、主
おも

に留
りゅう

学
がく

生
せい

・就
しゅう

学
がく

生
せい

といった日
に

本
ほん

に

来
き

て比
ひ

較
かく

的
てき

年
ねん

数
すう

が少
すく

なく、まさに情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

に配
はい

慮
りょ

が必
ひつ

要
よう

な人
ひと

たちに、そうしたも

のが知
し

られていない状
じょう

況
きょう

が浮
う

かんできました。 

l ア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

に回
かい

答
とう

した人
ひと

の多
おお

くが日
に

本
ほん

語
ご

にまだなじみが薄
うす

い人
ひと

たちだったことも

あり ますが、必
ひつ

要
よう

な人
ひと

に必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

が行
い

きわたっていないことが 改
あらた

めて明
あき

らか

になったことで、情報
じょうほう

を提供
ていきょう

するだけでなく、それがしっかり伝
つた

わるような方
ほう

法
ほう

も今
こん

後
ご

は考
かんが

えていくべきであることが求
もと

められました。 

l ところで、委
い

員
いん

のなかからは、せっかく提
てい

供
きょう

された情
じょう

報
ほう

を外
がい

国
こく

人
じん

自
じ

身
しん

がもっと

積
せっ

極
きょく

的
てき

に活
かつ

用
よう

する意
い

欲
よく

やそうした自
じ

発
はつ

的
てき

な行
こう

動
どう

に欠
か

けているとの指
し

摘
てき

もありまし

た。しかし、 実
じっ

際
さい

には日
に

本
ほん

人
じん

でも個
こ

人
じん

だけではこうした情報
じょうほう

の活用
かつよう

がなかなかで

きない現状
げんじょう

を考
かんが

えれば、情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

する市
し

役
やく

所
しょ

などに是
ぜ

非
ひ

一
いっ

層
そう

の努
ど

力
りょく

をお願
ねが

いし

たいとの意
い

見
けん

もあわせてだされました。 

l 外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

懇
こん

話
わ

会
かい

としても、今
こん

後
ご

関
かん

係
けい

する団
だん

体
たい

や個
こ

人
じん

などにせっかくの情報
じょうほう

が無駄
む だ

にならないよう、積極的
せっきょくてき

な働
はたら

きかけをしていきたいと考
かんが

えますが、行政
ぎょうせい

に

おいても是非
ぜ ひ

こうした点
てん

を考慮
こうりょ

した施
し

策
さく

をお願
ねが

いしていきたいと思
おも

います。 
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提言
ていげん

３： 外国人
がいこくじん

などにおける住宅
じゅうたく

問題
もんだい

改善
かいぜん

に向
む

けて、

民間
みんかん

も含
ふく

めた差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

の活
かつ

動
どう

を進
すす

める。 

具
ぐ

体
たい

的
てき

な取
と

り組
く

みとして、次
つぎ

の２点
てん

について市
し

長
ちょう

に提
てい

言
げん

します。 

（１） 入居
にゅうきょ

における様々
さまざま

な情報
じょうほう

が手
て

に入
はい

りやすくすること及
およ

び手
て

続
つづ

きがわかりやすく な

るような働
はたら

きかけを公営
こうえい

住宅
じゅうたく

においても進
すす

めるとともに、民間
みんかん

業者
ぎょうしゃ

などにも働
はたら

きかけ

ること。 

（２） 外国人
がいこくじん

をはじめ、高齢者
こうれいしゃ

や障害者
しょうがいしゃ

などにおける、差
さ

別
べつ

的
てき

な入
にゅう

居
きょ

拒
きょ

否
ひ

などが起
お

き

ないように民
みん

間
かん

を含
ふく

めた意
い

見
けん

交
こう

換
かん

の場
ば

を設
もう

けること。 

 
ていげん

提言の
はいけい

背景 

l 住宅
じゅうたく

問題
もんだい

として主
おも

にあげられることは、アパート
あ ぱ ー と

などを借
か

りるときに、外国人
がいこくじん

と

いうだけで入
にゅう

居
きょ

を拒
きょ

否
ひ

されることや、保
ほ

証
しょう

人
にん

の確
かく

保
ほ

が難
むずか

しいといったことがあり

ますが、今回
こんかい

のア
あ

ン
ん

ケ
け

ー
ー

ト
と

の結
けっ

果
か

ではそれに加
くわ

えて、「アパート
あ ぱ ー と

を探
さが

すときにどこ

へ相談
そうだん

したらいいのかがわからない」といった意
い

見
けん

も多
おお

く出
で

ました。 

l そして、家
や

賃
ちん

が高
たか

いこともそうですが、入居
にゅうきょ

の時
とき

に先払
さきばら

いするお金
かね

がたくさん

存在
そんざい

し、その内容
ないよう

がわかりにくいために、不
ふ

当
とう

にお金
かね

を取
と

られているようなイ
い

メ
め

ー
ー

ジ
じ

を持
も

たれる 場
ば

合
あい

もあるようでした。 

l 懇
こん

話
わ

会
かい

の席
せき

でも、「市
し

営
えい

住
じゅう

宅
たく

については、国
こく

籍
せき

だけで入
にゅう

居
きょ

を拒
きょ

否
ひ

することはな

い。」との担
たん

当
とう

者
しゃ

による説
せつ

明
めい

を得
え

ましたが、民
みん

間
かん

の住
じゅう

宅
たく

については不
ふ

動
どう

産
さん

会
がい

社
しゃ

な

どとの契
けい

約
やく

行
こう

為
い

になるので、行政
ぎょうせい

では直接
ちょくせつ

回答
かいとう

ができないということがありまし

た。 
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l また、こうした問
もん

題
だい

については、外
がい

国
こく

人
じん

だけでなく、高齢者
こうれいしゃ

や障害者
しょうがいしゃ

などといっ

た社
しゃ

会
かい

的
てき

に弱
よわ

いとされる立
たち

場
ば

の方
かた

々
がた

も同
どう

様
よう

に差
さ

別
べつ

的
てき

な扱
あつか

いを受
う

けたり、必要
ひつよう

な

情報
じょうほう

が得
え

られないという困難
こんなん

な状況
じょうきょう

に置
お

かれていることが指
し

摘
てき

されています。 

l 委
い

員
いん

のなかからは、「外
がい

国
こく

人
じん

が増
ぞう

加
か

して、それが住
じゅう

宅
たく

市
し

場
じょう

のタ
た

ー
ー

ゲ
げ

ッ
っ

ト
と

になれ

ば当
とう

然
ぜん

に民間
みんかん

業者
ぎょうしゃ

も対応
たいおう

することになるだろう。」との意
い

見
けん

も出
で

ましたが、現状
げんじょう

で

は全体
ぜんたい

の１％ほどである外国人
がいこくじん

にそうした配慮
はいりょ

がなされる傾向
けいこう

は見
み

られません。 

l 入
にゅう

居
きょ

差
さ

別
べつ

問
もん

題
だい

の解
かい

消
しょう

や情
じょう

報
ほう

の充
じゅう

実
じつ

といった要
よう

望
ぼう

は、国
くに

の法
ほう

律
りつ

や県
けん

・市
し

の条
じょう

例
れい

などの制
せい

度
ど

化
か

が進
すす

むことも期
き

待
たい

するところですが、まずは「借
か

りる側
がわ

」と「貸
か

す

側
がわ

」のお互
たが

いが率
そっ

直
ちょく

にそれぞれの意
い

見
けん

を出
だ

し合
あ

って理
り

解
かい

を深
ふか

めることが必要
ひつよう

に

なると考
かんが

えます。 

l そこで、外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

懇
こん

話
わ

会
かい

としては住宅
じゅうたく

に関
かん

するさまざまな取
と

り組
く

みを進
すす

める

うえで、今
こん

後
ご

開
かい

催
さい

する会
かい

議
ぎ

の場
ば

において民間
みんかん

の業者
ぎょうしゃ

団体
だんたい

などを交
まじ

えた意
い

見
けん

交
こう

換
かん

が実
じつ

現
げん

するよう、行政
ぎょうせい

からも働
はたら

きかけるようにして欲
ほ

しいとの意
い

見
けん

が出
だ

されまし

た。 

l それから、市
し

営
えい

住
じゅう

宅
たく

については、その申
もう

し込
こ

み書類
しょるい

が日
に

本
ほん

人
じん

でも分
わ

かりにくい

ぐらいなので、外国人
がいこくじん

などにはもっと困難
こんなん

なものであるとの意
い

見
けん

があります。申
しん

請書
せいしょ

だけでなく、必要
ひつよう

書類
しょるい

も含
ふく

めて申
もう

し込
こ

み方法
ほうほう

をもっとわかりやすい形
かたち

にして

欲
ほ

しいという意
い

見
けん

もありましたので、行
ぎょう

政
せい

にも是
ぜ

非
ひ

改
かい

善
ぜん

をお願
ねが

いしたいと思
おも

いま

す。 
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提言
ていげん

４： 外
がい

国
こく

人
じん

にも利
り

用
よう

しやすい雰
ふん

囲
い

気
き

の市
し

役
やく

所
しょ

になる

よう、職
しょく

員
いん

の意
い

識
しき

啓
けい

発
はつ

を一
いっ

層
そう

進
すす

める。 

具
ぐ

体
たい

的
てき

な取
と

り組
く

みとして、次
つぎ

の 1点
てん

について市長
しちょう

に提言
ていげん

します。 

(1) 外
がい

国
こく

人
じん

も住
じゅう

民
みん

としての義
ぎ

務
む

を果
は

たし、それに伴
ともな

う権
けん

利
り

を当
とう

然
ぜん

持
も

つ存
そん

在
ざい

である 

ことについて、研
けん

修
しゅう

・講
こう

演
えん

会
かい

などを通
つう

じて全
ぜん

職
しょく

員
いん

が共
きょう

通
つう

の意
い

識
しき

を持
も

つよう努
つと

める 

こと。 

ていげん

提言の
はいけい

背景 

l 多
おお

くの外
がい

国
こく

人
じん

にとって、市
し

役
やく

所
しょ

はとても訪
ほう

問
もん

しにくいという雰
ふん

囲
い

気
き

が感
かん

じられま

す。  これは、日
に

本
ほん

語
ご

が得
とく

意
い

でないため表
ひょう

示
じ

がわかりにくいというだけでなく、

そこで応対
おうたい

する職
しょく

員
いん

の態
たい

度
ど

によるところも大
おお

きいと思
おも

われます。 

l 懇
こん

話
わ

会
かい

の委
い

員
いん

からも、「普
ふ

通
つう

に日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

しかけているにもかかわらず、顔
かお

を

見
み

ただけで逃
に

げるような態
たいど

度の職
しょく

員
いん

もいた。」という体験談
たいけんだん

が語
かた

られたことがあり

ます。 

l できれば、職
しょく

員
いん

が英
えい

語
ご

をはじめ、主
しゅ

要
よう

な言
げん

語
ご

に対
たい

応
おう

可
か

能
のう

になってほしいところ

ですが、そこまでしなくても、はっきりとわかりやすい日
に

本
ほん

語
ご

で丁
てい

寧
ねい

な応
おう

対
たい

をする

だけで、一
いっ

定
てい

の期
き

間
かん

居
きょ

住
じゅう

している外
がい

国
こく

人
じん

ならば充
じゅう

分
ぶん

話
はな

しが通
つう

じるということを認
にん

識
しき

し、「外国人
がいこくじん

だからといって特別
とくべつ

扱
あつか

いすることはない。」ということを理
り

解
かい

してほ

しいと思
おも

います。 

l また、日
に

本
ほん

語
ご

が得
とく

意
い

でない外
がい

国
こく

人
じん

に対
たい

しても、静
しず

岡
おか

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

（SHARE）の 助
だす

けを借
か

りるなどの方法
ほうほう

で、かなりの割合
わりあい

で対
たい

応
おう

可
か

能
のう

なはずであ

ることを考
かんが

えれば、「日
に

本
ほん

語
ご

がわからない外
がい

国
こく

人
じん

を相
あい

手
て

にして困
こま

ってしまう。」と

いう事
じ

態
たい

は大
だい

部
ぶ

分
ぶん

でなくなるのではないかと思
おも

います。 
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l 問題
もんだい

は、こうしたことを市
し

役所
やくしょ

の職員
しょくいん

一人
ひ と り

ひとりが理
り

解
かい

できていなくて、外国人
がいこくじん

というだけで必
ひつ

要
よう

以
い

上
じょう

に意
い

識
しき

したり、拒
きょ

否
ひ

反
はん

応
のう

を示
しめ

すということにあるようです。

また、それが外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

からの無
む

用
よう

の反
はん

発
ぱつ

を招
まね

くもとになることもあると思
おも

いま

す。 

l さらに、委
い

員
いん

の実
じっ

体
たい

験
けん

として、交通
こうつう

事故
じ こ

で怪我
け が

を負
お

ったとき、救急
きゅうきゅう

隊員
たいいん

が病院
びょういん

への支払
し は ら

いを気
き

にしたようで、入
にゅう

院
いん

設
せつ

備
び

のない個
こ

人
じん

病
びょう

院
いん

へ搬
はん

送
そう

し充
じゅう

分
ぶん

な検
けん

査
さ

も

なしに帰
き

宅
たく

となった事
じ

例
れい

が報
ほう

告
こく

されました。救急
きゅうきゅう

隊員
たいいん

の応対
おうたい

そのものは良
よ

かっ

たのですが、外国人
がいこくじん

イコール
い こ ー る

経済的
けいざいてき

に苦
くる

しいという思
おも

い込
ご

みが強
つよ

かったようです。

こうした場
ば

合
あい

、まずは怪
け

我
が

の様
よう

子
す

から適
てき

切
せつ

な病
びょう

院
いん

へ連
つ

れて行
い

くという、ごく普
ふ

通
つう

の

対
たい

処
しょ

を考
かんが

えてもらうとともに、支
し

払
はら

いなどはいろいろな方法
ほうほう

があるということを知
ち

識
しき

としても持
も

ってもらい、患
かん

者
じゃ

に安
あん

心
しん

を与
あた

えられるぐらいになって欲
ほ

しいと思
おも

いま

す。 

l 外国人
がいこくじん

も住民
じゅうみん

として義務
ぎ む

を守
まも

り、かつ権
けん

利
り

を持
も

つものであることや、これからの

行
ぎょう

政
せい

活
かつ

動
どう

を進
すす

めるうえで立
りっ

派
ぱ

にパ
ぱ

ー
ー

ト
と

ナ
な

ー
ー

となるべき存在
そんざい

であることを、今
いま

一
いち

度
ど

市
し

役
やく

所
しょ

に 働
はたら

くすべての職
しょく

員
いん

に理
り

解
かい

してもらい、誰
だれ

でも利
り

用
よう

しやすい雰
ふん

囲
い

気
き

を作
つく

り出
だ

していくように研修
けんしゅう

などをはじめとした様
さま

々
ざま

な機
き

会
かい

で取
と

り上
あ

げていくことを希
き

望
ぼう

する意
い

見
けん

が出
だ

されました。 
 


